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天空や地下、奥山や海の彼方に設定された他界との境界付近に、後の神社に直結するような祭祀遺構が見出され始めるのである。とくに、耕地を潤す水源で行われた湧水点祭祀は、地域の鎮守や産土社に姿を変えてゆく。五世紀後半～六世紀初においてこれらに生じる 具の一般化は、ヤマト王権内部に何らか 神祭り関係機関が成立したことを示していよう。文献史学でいう欽明朝の祭官制成立だが、 〈官制〉として完成していたかどうかはともかく、中臣氏や忌部氏といっ 祭祀氏族が編成され 中央と地方を繋ぐ一元的 のあり方、神話的世界観が構想されていったことは確かだろう。この際、中国や朝鮮の神観念、卜占・祭祀の方法が将来され、列島的神祇信仰の構築に大きな影響を与えたこ は注意される。
　律令国家形成の画期である天武・持統朝 は、飛鳥浄御原令の編纂に伴って、祈年
祭班幣を典型とする律令制 や それらを管理 ・ 運営す 神祇官が整備されてゆく。社殿を備えるいわゆる〈神社〉は、この き 各地の祭祀スポットから王権 関係深いものを中心に選び出 、官の幣帛を受けるための荘厳された空間――〈 社〉として構築したも である。 たがって各神社 、必然的に 王権／在地の二重の祭祀構造を持つことになった。前者 青写真であ 大宝 祇令は 列島の伝統的祭祀を唐の祠令、新羅の 祀制と対比させつつ作成されたが、そ 〈清浄化イデオロギー〉は後者の実態と少なからず乖離していた。平安期における律令制祭祀 変質、一 官社
の衰滅、そして令制以前から存在したと考えられる多様な宗教スポットの展開は、かかる二重構造のジレンマに由来するところが大きい。 奈良中期より本格化する神階制、名神大社などの社格の賜与は、両面の矛盾を解消する役割を期待されたものの、その溝を充分に埋めることはできなかった。なお、聖武朝の国家的仏教喧伝は新たな奉祀方法としての仏教を浮かび上がらせ 仏の力で神祇を活性化させる初期神仏習合が流行する。本地垂迹説によってその傾向はさ に強まるが、社殿の普及や神像の創出など、この仏教との相関性が神祇信仰の明確化を生じた点は無視できない。
　平安期に入ると、律令制祭祀の本質を示す祈年祭班幣は次第に途絶し、各社奉祀の
統括は神祇官から国司 手に移行し ゆく。国幣の開始を端緒 するこ 傾向は、王朝国家の成立に伴う国司権力の肥大化 なかで加速 やがて総社や一宮 成立へと結びつく。一方、令制前より主な奉幣の対象であった畿内 諸社、平安京域やそ 周辺に位置する神社のなかには、十六社や二十二社と数え れて祈雨／止雨・祈年穀 対象となるもの、個別の奉幣祭祀（公祭）を成立させるものが出現 。式外社を含むこれらの枠組みは、平安期における国家と王権 関係、天皇家及び有力貴族の信仰のあり方を明確に反映しており、従来の官社制を半ば超越す であった。以降、神社祭祀は内廷的な と各国個別のものへ二極分化し 中世的神祇信仰へと繋がってゆくことになる である
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献史学の間で交わされたこの議論は、しかし共通のプラットホームを構築することができず、あまり生産的な結果を生むことはできなかった。ただし、 批判 すれ違いがかえって各分野の思考枠組みを浮 彫りにし、「神殿とは何か」 「神社とは何か」という問題をあらためて提起したことは重要であろう。同論争の轍を踏まず、考古学／文献史学の成果 充分に結び合わせるためにも、まずは古墳時代における〈神〉の成立、やがて神社に奉祀され よ なる宗教的存在の構築過程について扱っておきたい。
  
　三～六世紀の祭祀体系が〈古墳〉を核に形成されていたことは間違い
ないが、 以前は喪葬と首長霊継承の関連で み語られてい 墳墓も近年の造出し部分の発掘成果によって、首長が行う多様な宗教行為を集中的に表現する場であったこ が明らかになってきた。中央や地域の王権を支えるこれらの祭祀が次第 肥大化し、古墳の規制より離れて豪族居館へ、あるいは特定 自然環境へと独自の祭祀空間を獲得してゆく。その時期――五世紀後半～六世紀 半こそが、歴史時代的な〈神〉の成立に至る最初の画期といえよう。
  
　弥生時代には、稲作農耕が生業の中心に置かれることによって、雨と
日光をもたらす天、恵みを育む大地へ 信仰 強まり、それぞれを象徴する鳥／鹿の図像が多く描かれた。青銅器が丘陵へ埋納されること 高地の禁足地化が進むことなどもこの点と関連していよう 古墳時代になると、 巨大な墳丘の築造によって自然
（平地）
の克服が表象される一方、
天空や地下、奥山や海 彼方とい た、日常生活と隔絶 た自然領域が























































































































































































































源が語られているが、本文と一書第二・三には、中臣氏の地位についてかなりの隔たりがうか える。本文では、中臣・忌部・猿女 各祖神、天児屋命・太玉命・天鈿女命が平等に活躍し、祭料・幣帛の整備、神降ろしの舞といった役割をそれぞれ忠実にこなしている。他の伝承では鏡作や玉作らの祖神も登場、彼 はその功績 よって ニニギの天降りに「五部神」として随従することになる
（神代下／第九段一書第一）
。ところ
が、同段一書第三では天児屋命が祭祀を統括 天照もその祝詞に感動して顔をみせたことになってお 、 中臣氏の功績ばかりが強調されている。この相違について、本文は欽明朝以前の、一書第三は〈祭官制〉改革後の祭祀体制を、 それぞれ反映するものとみることも可能であろう。また中国
（とくに経書の類に現れる古代王朝）
では卜官＝史官であり、神話や






中臣連大嶋が筆録を担っている。 そのためとばかりはいえ い 、 『書紀』における中臣氏関係記事
（とくに鎌足以前）
には不審の点が多い。例え




臣鎌子連は『中臣氏系図』 記載がなく 「 子」が鎌足 一名である点からし も、その実在自体が疑わしい。先に触れた「五部神」 よう
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ば、近年発掘された奈良県橿原市の曽我玉造遺跡は、五世紀後半～六世紀前半 滑石製模造品と 類を大規模に生産していた王権直属の工房遺構で、忌部氏に関わりがあるものと考えられている。平林章仁氏 、同遺跡の立地が中央忌部氏や蘇我氏の本貫
（大和国高市郡忌部里・蘇我里）
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　『記』 『書紀』 『風土記』 に確認できる 〈祟り神〉 言説は、































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一」 とあるが、 御歳神自身が蝗を除く呪術のひとつとして 「牛
































































































































































一」 とあるが、 御歳神自身が蝗を除く呪術のひとつとして 「牛






























































































































































































































するという解釈がみえているが、 次 「祝部 戸名籍」に対する『集解』諸説を確認しておこう。






















































































を引用、祭祀を司り神／人の言葉による通交を媒介する者と解釈している。 『家伝』などが述べる中臣氏の名義と同様であり、いずれも漢籍におけ 祭祀官の翻案表現とみられる。任用 関しては、 『義解』が、神戸がある場合は神戸から、ない場合は庶人より国司が選出、太政官へ報告すると記し、 「古記」 「師説」が、神祇官が使者を派遣し直接卜定する場合のあ ことを付け加えている。また差替・復 については、 「古記」「師説」 「讃記」が、罪を犯した場合は交替させ、喪に遭った場合は服忌の後に復任させるとしている。課役免除の手続き上、任用・差替は太政官の管轄となり、選定には国司の関与もありえた。神祇官の管掌は神戸との関係から生じるものであろう。その「神戸」につ ては 主に彼らの輸す田租・調・庸の用途について記されている。

























































































































































































　まずその内実について、 『義解』 「令釈」 「古記」 「跡記」は祝部の名帳
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妙な罹病 続い 二度目の廃仏を記 。その表現・内容は、欽明天皇一三年一〇月条をほぼ踏襲してい が、 「瘡」病の流行が廃仏の結果であることを暗示する点に差異がある。 敏達も用明もその病 崩御す が後者は臨終に際し、初めて主体的に崇仏の意志を表明する。以降、蘇我／物部の対立は皇位継承 絡んだ武力衝突へ急速に発展、最終的に仏教を奉じた蘇我側が勝利し、法興寺創建の物語へと帰結する になる。廃仏から王の病を経て崇仏に回帰する流れは、北魏太武帝
（太平真君七
年〈四四六〉 ） ・北周武帝（建徳三年〈五七四〉 ）
の廃仏を経験した中国仏教
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政府の過ちを指摘している。かかる応答は祟 を鎮静化する方法の現実的探求であるわけだが、混乱する政治・社会情況のなかで容易に帰着点はみつからず、 〈祟り神〉言説は社会不安を払拭する役割を果たせないでいた。そこで、当時国家的に喧伝され民間にも浸透しつつあった仏教が、祟り神を奉祀する新たな技術として注目された である。対象とる神祇自体は何も変質しておらず、事実、②③⑧⑪⑰の立地 等しく河川の流れる山麓で、一般神社 典型たる水の祭祀場を想起させ 。 〈祟り神〉言説の運用者 王権と在地豪族であり、神火事件の生じた八世紀後半にもそ 構図は生きていた。同様に〈神身離脱〉言説も 両者 関係のなかから紡ぎ出されて もの 考えられよう。いずれにしても、社会的に蓋然性のあ 説明方法が か、どのような物語が社会全体に共有されうるかが重要で、各言説の担 手 階層別に分断して理解すべきではない。 『高僧伝』に倣った宗教的実践を展開したという満願ら山林
28
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中央の神祇官で祀る官幣、国司が地方の国庁で祀る国幣とに分離されたのである。かかる〈国幣社〉の成立は、国司による神社行政の強化へ繋がり、後に一宮・総社制の構築される契機を作った。一方、 〈官幣社〉には主に畿内周辺の諸社が選定されたが、遠隔地ではないにもかかわらず、神職不参の情況は改善されなかった。こうした傾向の か、国家的な祈請対象 、数量的にも空間的にもさらに限定されてゆく。その中核は、ヤマト王権が律令制以前より守護神として崇敬してき 有力社であり、奉献の形式も、やはり伝統的・一般 あった遣使奉幣へと回帰するのである。祈年祭の律令祭祀たる由縁、全国一律の頒布形式は、結局は古代社会に定着しなかったといえよう。
  
　ところで、気候悪化の平常化を願う臨時の祈雨・止雨奉幣、祈年祭の




















































































































































































内侍の奉仕、神饌の供進がみられるが、 『儀式』 載せる大原野祭の次第は、やはり春日祭のそれに近い。天皇 中宮・東宮の が中心で内侍の参加、斎女の奉仕も認められ、 寿期 春日祭の構成を踏襲しているものと考えられる。枚岡
（平岡）
祭は、藤原・中臣氏の祖先神枚岡
















































平安遷都の際に桓武の意志によって成立したものと考えられている。桓武天皇 外戚であった大江氏・和氏の 神祭祀に由来するが、公祭に両氏の関与 ほとんどみられない。祝詞には「天皇治世 長久、親王以下百官の守護、朝廷の繁栄祈願」が願わ ており、奉幣は皇太子によっ
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［古代日本の神仏信仰］……北條勝貴








































































































































































































































































　穂積裕昌 「古墳時代の湧水点祭祀 ついて」 （森浩一編、 同志社大 考古学シリー











　兼康保明「山岳信仰の底流」 （ 『季刊考古学』六三、 一九九八年） 。
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　古川淳一「班幣祭祀の成立」 （ 『歴史』七四、 一九九〇年） 、藤森馨「神祇官の成
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　古川淳一「班幣祭祀の成立」 （ 『歴史』七四、 一九九〇年） 、藤森馨「神祇官の成














































　忌部氏については、上田正昭 忌部の職能 同 日本古代国家論究』塙書房、












































































一九八七年） ・ 「再論殷商王朝甲骨占卜制度」 （ 『中国歴史博物館館刊』二〇〇〇
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郎編『新版古代の日本』七／中部、角川書店、一九九三年） ・ 「伊勢神宮の成立はいつか」 （白石太一郎・吉村武彦編『新視点日本の歴史』 ／古代編
I、新人物
















































　東野治之 「大化以前の官制と律令中央官制」 （同 『長屋王家木簡の研究』 塙書房、












　梅田義彦 「近江 とその神祇制度」 （同 『神祇制度史 基礎的研究』 吉川弘文館、




　西宮秀紀 「律令神祇官制の成立について」 （同 『律令国家と神祇祭祀 度 研究』





















導部、一九五九年、初出一九 六年） 、岡田米夫「神宮式年遷宮制の創始」 （ 『神道史研究』二〇
―
五 ・ 六、 一九七二年） 、太田博太郎「式年造替制の成立」 （上山春









































築試論―古代王権と祭祀―』中央公論美術出版 二〇〇一 、初出一九九九年） ・











　山本信吉「神社修造と 司の成立」 （山本・東四柳史明編 社寺造営の政治史』

































 古代・中世』思文閣出版、一九九七年） ・ 「日本の肉食慣行と
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築試論―古代王権と祭祀―』中央公論美術出版 二〇〇一 、初出一九九九年） ・











　山本信吉「神社修造と 司の成立」 （山本・東四柳史明編 社寺造営の政治史』

































 古代・中世』思文閣出版、一九九七年） ・ 「日本の肉食慣行と




　桃崎祐輔「古墳に伴う牛馬供犠の検討」 （ 『古文化談叢』三一、 一九九三年） 、松
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　津田左右吉 『津田左右吉全集』 二／ 『日本古典の研究』 下 （岩波書店、 一九六三年、






















珠林』中央公論社、一九九三年） ・富田雅史「 『法苑珠林』と道宣」 （ 『東洋大学大学院紀要』 文学研究科












　研究史の整理として、 山折哲雄 「古代における神と仏」 （同 『神から翁へ』 青土社、



























































































































　上島「中世宗教支配秩序の形成」 （ 『新しい歴史学のために』 二四二 ・ 二四三、 二〇〇一
年） ・ 「中世宗教秩序の形成と神仏習合」 （ 『国史学』一八二、 二 〇四年）など。
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Shinto and Buddhism in Ancient Japan
The beginnings of Shinto shrines in ancient Japan have been found in many areas of the Japanese archipelago 
dating from around the late Kofun period. Religious relics directly connected to later shrines were found at 
remote locations on the fringe of the world, at high elevations or great depths, such as subterranean locations, 
deep in the mountains or far out to sea. Rituals performed at water sources that watered farmland later became 
local tutelaries or ubusuna shrines. It may be said that the universalization of ritual artifacts that appeared in these 
rituals from the latter half of the 5th century to the beginning of the 6th century reflects the establishment of 
some kind of institution within the Yamato court related to the worship of kami. Viewed in terms of the history of 
documents, this constitutes the formation of official regulations in the Kinmei era, but whether or not it signified 
the establishment of an “official system,” we can be certain that religious clans such as the Nakatomi and Inbe 
were formed and that integrated rituals linking the political center with the regions and a mythological view of the 
world were envisioned. At this time, religious concepts from China and Korea, augurs and ritual methods were 
brought into Japan, and it is worth noting that these had a huge impact on the establishment of Shinto beliefs in 
the Japanese archipelago.
In the Tenmu and Jito eras, the period when the ritsuryo state was formed, ritsuryo rituals, typified by 
offerings and prayers for a bountiful harvest and the Jingikan (Ministry of Shinto), which administered such 
rituals, were established accompanying the compilation of the “Asuka Kiyomihararyo.” At this time, “shrines” 
were selected mainly from those at sites of rituals in each region that had close ties with imperial authority and as 
spaces that had been solemnized in order to receive official offerings (heihaku) were built as official state shrines. 
Accordingly, shrines necessarily came to possess a dual structure of rituals that were associated with imperial 
power and their locality. The “Taiho Jingiryo” (regulations concerning kami in the Taiho Code), which served 
as the blueprint for the former, established rituals that were distinct from the “Ciling” of Tang China and official 
rituals of Silla, and this “purified ideology” was at the very least far removed from the latter. Changes to ritsuryo 
rituals in the Heian period, the decline of some official state shrines and the growth of a variety of religious sites 
that are believed to have existed prior to the ritsuryo system, in large part originated from the dilemma presented 
by this dual structure. Although it had been hoped that the granting of ranks to kami and the granting of myojin 
taisha status or other status to shrines, which became widespread in the middle of the Nara period, would resolve 
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of state-sanctioned Buddhism in the Shomu era, Buddhism emerged as a new method of worship and gave 
rise to the first period of the syncretization of Shinto and Buddhism in which the power of Buddha revitalized 
Shinto kami. Although according to the “Honji-suigaku” theory of Shinto-Buddhist syncretism this became even 
stronger, we cannot ignore that this correlativity with Buddhism as seen in the adoption of shaden (shrine halls) 
and images and statues of kami brought about a clarification of Shinto beliefs.
By the Heian period, offerings and prayers for a bountiful harvest, which illustrate the essence of ritsuryo 
rituals, disappeared and the control of worship at each shrine had been transferred from state officials to 
provincial officials. This practice which brought about the start of provincial offerings, gained pace as the 
authority of provincial officials burgeoned accompanying the formation of the imperial state, and eventually led 
to the establishment of soja and ichinomiya shrines. Meanwhile, some shrines in Kinai that had received large 
offerings prior to the ritsuryo and shrines in the Heian capital and its outlying areas emerged as the 16 and 22 
shrines where prayers were offered for rain, fine weather and a bountiful harvest, while others established their 
own rituals. By clearly reflecting the relationship between the state and imperial authority and the beliefs of the 
imperial family and prominent nobles in the Heian period, this framework, which included shrines not listed in 
the “Jinmyocho” (Register of Kami), partly transcended the existing system of state shrines. From this point on, 
shrine rituals diverged into imperial court rituals and separate rituals for each province, thus leading to medieval 
Shinto beliefs.
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